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県立防災センター・三木市 

 

近年の災害は、南海トラフや気候変動が重なりいつ大きな災害が起きてもお

かしくない時代に突入している。平成 16年に開設した兵庫県三木市にある「兵

庫県立三木総合防災公園」の兵庫県広域防災センターは、阪神淡路大震災を受け、

国や市と連携しながら防災・減災対策が先進的に行われる施設でした。特に兵庫

県の救援物資の備蓄や集積配送の備えには先進的で大規模な特徴がありました。

今は、三木市としても日頃から備える行動として、この広い施設を有効に共同活

用し、毎年合同の防災訓練が行われていました。国からは自衛隊、県は消防本部、

市はグラウンドを利用される国民や普段から公園として身近に公園利用される

地域市民が、毎年災害に備える意識を高める為に訓練として、あるいは、市民の

一つのイベントとしても楽しく市民への周知や災害意識の向上に役立つ企画を

考え、いつ起きるかわからない災害に対応できるよう備えられていました。 

全県の広域防災拠点としての役割は、兵庫県の東西南北のいざというときの

災害救援物資の中心的体制が整い、丹波市では丹波の森公苑がその中間支援の

役割があることを知りました。災害時から見た施設の一面は、広域防災センター

がその管理運営の拠点として十分な備えを持つ組織がある事を感じました。平

時は運動施設とし民間企業や市民が利活用され、いざという時の大規模災害時

には広域的物資の救援に特に大きな役割があるように感じ安心しました。 

 

 

三木市 縁結び課 

 

丹波市では出会いサポートやよろずおせっかい等婚活事業が進められている

がその効果・成果にそれぞれ課題があります。自分で積極的に異性へのコンタク

トがしにくい方やマッチングアプリが苦手な方などへ、三木市においては全国

的な婚活で成功例があることを知りました。その内容は、視察が全国から注目さ

れ、お見合い型の仕組みであることを知り、三木市の縁結び課を来訪できました。

縁結び課に他市とどんな違いが見え、今後の丹波市において少しでも婚活に参

考になればと視察しました。全国的各地域においての婚活の傾向は、昨今ではマ

ッチングアプリを活用した婚活が一時的に増えた傾向があります。しかし実態

は早期の離婚率が高くさらなる課題が増えることにもなっているようです。 



三木市では、「みきで愛サポートセンター」を縁結び課が設立し、140 組以上

のカップリングを成し遂げているお見合いおばちゃんがお一人ひとりの環境を

理解し、カップリング成立後もお二人のお悩みや相談のお世話をくり返す仕組

みで離婚しない実績があることを知りました。お見合い型世話人グループは 13

人で、縁結びとして個々に相談活動をされ、お見合い型の活動を中心にマッチン

グアプリではなく、お見合いおばちゃんとしたグループが専門にボランティア

で１組ずつ担当しながらカップリングのお世話を現在まで続けられています。

自慢は最近まで離婚がなく、地元三木市内に就職された移住者カップルも多く、

効果としては地域の若者自治活動としても協力的に期待されている部分も見え

てきたとのことでした。都会に近い田舎の良さを生かし、これからの婚活事業や

パートナーを希望する方へ企画を考える上では、アドバイス経験のある婚活ボ

ランティアが支援する仕組みがあることに可能性を感じました。一方で今後は、

縁結び課の事業は婚活のみにとらわれず、マッチングシステムを活かした官民・

企業の就業マッチングや地元の文化や伝統と人とのつながりが広がっているよ

うに感じました。 


